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＊「エコアップ」って？
　自然環境が失われつつある地域の生物的環境を改善していく試みです。
　これは単に、樹を植え、緑を増やすだけでなく、多くの生き物が住むことが
できる環境を整えていくことを指します。

＊住まいのエコアップ
　自然環境のもつ豊かな恵みを大きくし、住まいの外と内をつなぐことで、
　快適な環境を生み出します。

＊夏場の住まいのエコアップ術！
　キーワードは、“「暑さ」を入れない、「冷気」を取り込む”

◆すだれ
手軽に日射を調節するのに役立ちます。
◆緑のカーテン、樹木
日差しを遮ったり、冷気を取り入れたりします。また、涼しさ
だけでなく、風に揺らぐ緑の光や収穫も楽しむことができます。
◆打ち水
打ち水をすると、その水が蒸発する際に熱を奪う作用を利用して
涼をつくり出すことができます。

T O P I C S

SHOP 当たり前がエコに
　当店では、てんぷらでごま油とサラダ油を多く使います。
使った油は、創業当時から引き取り業者に回収してもらって
います。特に「エコ」ということは意識せず、「当たり前のこと」
と思ってずっと引き取ってもらっています。当店で回収され
た廃油が、そのまま捨てられることなく、肥料、石鹸、漂白
剤などへ、また、近い将来、車の燃料であるバイオエタノー
ルへ再生されるといった「リサイクルの輪」がどんどん広がっ
ていくとうれしいですね。

純手打蕎麦　天麩羅　安曇野

横山　浩太郎さん（右）
　　　裕司郎さん（左）
住　　所：豊島区要町3-38-2
電話番号：03-3959-1770
営業時間：午前11：30～22：00
　　  　　 （土･日･祝日 11：30～21：30）
定 休 日：火曜日
http://www.teuchi-azumino.co.jp/

ＰＥＲＳＯＮ 緑のカーテンで夏を涼しく
視覚・感覚的に涼しく感じます。
日中室温が上がらず、夜少し
風があればとても過ごしやすい
です。
　以前、この辺りには大きな木
がかなりあり、夏涼しかったの
ですが、最近は木が減って暑く
感じられます。木があると、夏涼しく過ごせ、花がきれいという

だけでなく、災害の時、煙や
ガラスなどから守ってくれます。
　皆さんも幅30㎝でもあれ
ば緑を植えてみてください。
※パーゴラとは、住宅の軒先や庭
に設ける、つる性の植物を絡ませ
る木材などで組んだ棚のこと。

平成21年度
緑のカーテンコンテスト
最優秀賞受賞

柿原　歌子さん（千川在住）

　私が緑のカーテンを始めたきっかけ
は、以前キウイの棚をつくったら日陰が
できて、夏場に部屋が涼しくなったから

です。ゴーヤのつるを絡ませるのに、パーゴラ(※)を使うと大
変ですが、ネットを使って、カーテンにする方法を知り興味を持
ちました。ゴーヤ、夕顔、ヘチマを育てましたが、育てやすさ
やカーテンの効果、虫や病気に強いことからゴーヤにしぼりまし
た。品種を混ぜると、大型のものは葉っぱの間隔が広く、小型
のものは葉も小さめで、その間を埋める感じになり、具合がよい
です。クーラーをつけたような涼しさはありませんが、葉っぱを
透過した光が緑色で、風で葉がゆれると木漏れ日のようになり、

 

第６号は「みどり東京・
温暖化防止プロジェクト」
の助成事業です。

住所・氏名・年齢・性別・電話番号を明記のうえ、
はがき、メール、ＦＡＸのいずれかで「取り上げて欲し
い内容、また、エコに関する情報」など環境政策課
までお寄せください。

ご意見・ご感想をお待ちしています

今号からは読者である区民の皆さんに企画・取材・
執筆・編集に協力いただきました。
【今回参画していただいた皆さん】
桝野光路さん、菊池泰子さん

『エコのわ』製作にご協力いただきました

まちに広がるエコ活動

エコ得情報カウ
ンターでは、「住
まいのエコアップ
マニュアル」の
貸出を行ってい
る他、環境に配
慮した暮らしに役

立つ情報を紹介しています。関心のある
方は、下記までお問い合わせください。

開 設 時 間：平日午前８時３０分から
　　　　　　午後５時１５分まで
場　　　所：区民センター３階
　　　　　　環境政策課内
問い合わせ：エコ得情報カウンター
　　　　　　０３－３９８１－１５９２（直通）

住まいのエコアップを実践しよう！

　電気自動車を導入するに当たって必要なものに充電設備があります。充電方法は普通
充電と急速充電といった２つのタイプがあり、どちらも設置工事としては、従来の電気設
備工事とさほど変わることがないため、自社のノウハウで事業化することは可能です。
ただ従来の普通充電は約１２～１４時間の充電が必要なので、利便性が低いと感じてい
た時、電力会社の技術開発研究所と充電器メーカーが急速充電器を開発しました。車種
にもよりますが、最速で約１５分の充電が完了します。これにより電気自動車の普及が進
み、環境への貢献ができると考え、販売から設置までを行なう事業者として参入しました。
　私たちでも電気自動車を導入し、会社の敷地内に、国と東京都の補助金を利用し約
1/4の費用で急速充電器を設置させて頂きました。この急速充電器は、自社の電気自
動車に利用するだけではなく、近隣地域の皆さまにも業務時間内だけではありますが、
無料で開放しています。まだ、電気自動車の普及が進んでいませんので、区民の方の
ご利用はありませんが、近くの製薬会社さんが業務車両の充電に利用しています。
　近い将来、電気自動車が普及し、区民の皆さまがこの充電器スタンドをどんどん使っ
ていただける日が来るのを楽しみに待っています。

「電気自動車はCO2や化石燃料の使用削減と環境にやさしいため、
自社でも電気自動車を導入しています」

　15分ほどで充電を完了することができる「電気自動車急速充電器」を販売
から設置までおこなっている株式会社愛工大興。昨今、注目されている電気
自動車ですが、インフラの普及を支える側の視点からお話を伺ってきました。 

エコのわカンパニー
電気自動車急速充電スタンドを設置

区内唯一の急速充電スタンド

株式会社愛工大興の電気自動車は、植樹祭で
高野区長を乗せて、区内の会場を移動しました。

株式会社 愛工大興
（池袋本町1-15-9）
代表取締役社長／西田 幹男さん

たくさんの種類の花や木が植えられた
彩り豊かなガーデンです。

お店の前で　横山さんご兄弟

コンテストで最優秀賞に輝いたゴーヤのカーテン。
見事です！

大塚支社


